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「遊び部屋」作り活動報告書 

文責：鈴木朝香 

【挨拶】 

 この度は、私たちのプロジェクト【カンボジアのスラム街に「オモチャいっぱいの遊び

部屋」を作る！】にご支援いただき誠にありがとうございます。 

 2017 年 8 月 22 日よりクラウドファンディング会社 CAMPFIRE にて公開されましたこ

のプロジェクトは、スラム街に住む子どもたちの健康や安全、家族や友達と過ごす機会や

教育を受ける機会を守るために「遊び部屋」を設置しようという趣旨でスタートしました。 

 本レポートでは、これまでに行ったこのプロジェクトの活動の詳細をまとめましてご支

援頂いた皆様に報告致します。また改めてこの場で感謝の意を表しまして活動報告書とさ

せて頂きます。 

 

【「遊び部屋」作り詳細】 

場所 Young Leader Centre (YLC) 4 階の一室 

中心メンバー 鈴木朝香（東京外国語大学１年） 

Sokchea (Ray) SAING (ACE Founder/Executive Director) 

Rathana Sun (ACE Program Manager) 

Sophat Mak (ACE YLC centre coordinator) 

期間 2017 年 8 月～2018 年 3 月（目標） 

 

Young Leader Centre (YLC)について 

Advanced Centre for Empowerment 

(ACE)がもつセンターの一つ。 

カンボジア・プノンペン、ソバナショ

ッピングセンターの近くにある

Sombok Chab というスラム街の中に

建っています。 

 (写真：YLC センター入口前) 
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【Advanced Centre for Empowerment (ACE）について】

 （団体ロゴ） 

 主にスラムのコミュニティーにセンターを建てて、恵まれない子どもたちに英語教育を

与えているカンボジアの NGO 団体で、創設者の Sokchea Ray SAING 他 15 名のスタッフ

と 9 名の通年ボランティア参加者が運営しています。  

現在 5 つのメインプロジェクトが ACE では行われており、合計約 500 人の子どもたちが

ACE のセンターに通っています。 

団体ホームページ  

 https://advancedcentreforempowerment.org/ 

 

【活動報告】 

〈クラウドファンディングのページ公開とプロモーション活動〉 

 2017 年 8 月 22 日にクラウドファンディング・キャンプファイヤーでこのプロジェクト

のページ、【カンボジアのスラム街に「オモチャいっぱいの遊び部屋」を作る！】が公開さ

れました。 

 鈴木朝香個人の Facebook アカウントでの紹介他、友人・知人・親族を頼って、ページの

プロモーション活動を行いました。また ACE ディレクターの Sokchea (Ray) SAING やプ

ログラム・マネージャーRathana Sun の日本人友達にも連絡をとってもらい、可能な限り

広く国内でプロジェクトを認知して頂けるよう努めました。 

 その後 23 日には東京外国語大学の同窓会〈東京外語会〉様の〈会員便り〉へプロジェク

ト紹介文を投稿。また同日鈴木の母校不動岡高校同窓会の〈不動岡学友会〉様とも連絡を

とって、プロモーション活動協力のお願いをしました。 

〈東京外語会 会員便り〉様への投稿は 8 月 29 日に外語会 HP に反映して頂きました。

〈不動岡学友会〉様でも 9 月 5 日の役員会で学友会 HP でのプロジェクト紹介を承認して

頂き、すぐに〈不動岡学友会 同窓生情報（平成 28～29 年分）〉で掲載して頂きました。 

以下が私のプロジェクトを紹介頂いたページの URL になります。 

東京外語会 会員便り URL https://posts.gaigokai.or.jp/ 

不動岡学友会 同窓生情報 URL http://sydney.fudooka-h.ed.jp/?page_id=108 

  

https://advancedcentreforempowerment.org/
https://posts.gaigokai.or.jp/
http://sydney.fudooka-h.ed.jp/?page_id=108
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〈オモチャ集めの協力願い活動〉 

 日本から使われていないオモチャを集めるために、鈴木の所属する AIESEC 一橋大学

委員会や協力をお約束くださった学生団体 SeedA 様のネットワークを頼って、8 月後半か

らカンボジアへ渡航する日本人学生に該当するオモチャを持ってきてもらえるよう LINE

上で連絡しました。 

寄付頂きたいオモチャのイメージが浮かびやすいように具体例や注意して頂きたい点な

どをまとめた Word 資料も合わせて提示しました。（資料↓） 

 

 

また AIESEC 一橋大学委員会のメンバーに支援をお願いして、新品のボードゲームを一つ

このプロジェクトに寄付して頂けるよう、クラウドファンディング・Polca を利用して購入

費を集めました。Polca のページ文章は岡川勘太くん（一橋大学 1 年）が、ボードゲーム購

入及びカンボジアに渡航する SeedA スタッフメンバーにそれを託してくれたのは山崎有紗
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さん（東京外国語大学 1 年）、またカンボジアまで運んでくれたのは星野優さん（国際基督

教大学 2 年）です。 

 

〈スポーツフェスティバルへの参加〉 

 2017 年 8 月 25 日から 27 日に学生団体 SeedA 様と Janesana International School 様が

一緒に開催されたスポーツフェスティバルに、26 日・27 日の二日間チャリティーブース

を設置させて頂きました。 

 もとより主催する学生団体 SeedA 代表の飛矢智希様にご提案頂いた活動でスポーツフェ

スティバルを主催する方々には飛矢様を通して了承頂いておりましたが、改めて 21 日月曜

日に YLC センター・コーディネーターSophat Mak と Janesana International School の

校長先生を訪ねました。そこで ACE 団体紹介、本プロジェクトの説明をし、正式にチャリ

ティーブース設置のお願いをして参りました。快く引き受けてくださった後、飛矢様の案

内で、スポーツフェスティバルが行われるフィールドを見学し、当日どのようにブースを

設置するかのイメージをしました。 

 26 日土曜日は 8 時頃にスポーツフェスティバルの開催されたカンボジア・プノンペンに

ある K11 スポーツクラブに到着し、鈴木朝香、Sophat Mak 他 2 人の ACE スタッフと 3

人の YLC に通う生徒の計 7 人でブースを構えました。この日は 2 人の日本人学生にオモチ

ャを寄付して頂いたほか、あらかじめ鈴木の所属する AIESEC 一橋大学委員会のメンバー

にお願いしていたボードゲームを届けてもらいました。この日はフェスティバルが終わる

11 時頃までブースを開きました。 

(SeedA スタッフと) 

  

27 日日曜日は前日より少し遅れた到着となりましたが、午後にも文化交流イベントが開

かれていたので午後 5 時頃までのほぼ一日ブースを設置させていただきました。前日の反
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省も活かして、少しブースの置き方やプロジェクト紹介の仕方を改善しました。この日は

鈴木ともう一人の ACE スタッフの二人で参加しましたが、計$44 と 1300 リエル($1=$4000

リエル)の寄付を頂きました。飛矢様の尽力でフェスティバル参加者へブース説明をさせて

頂いたり、Janesana International School 校長先生のご厚意でフェスティバル限定のＴシ

ャツを頂いたりとたくさんの温かいご協力を頂きました。 

(Janesana 

International 

School 校長ご

夫妻と) 

 

〈団体や企業様への協力お願い活動〉 

  「遊び部屋」プロジェクトにご協力頂けないかとカンボジア・プノンペン市内でコンタ

クトのとれる団体・企業様を訪問いたしました。 

 初めにお電話させて頂いたのが、Nojima(Cambodia)Co,Ltd のファイナンシャル・ディ

レクター、安間大悟様で、9 月 1 日に連絡して、12 日午前 10 時にイオンモール・プノンペ

ン内のショップでお話をする約束をしました。 

 4 日午後には Cambodia JUDO Federation のプレジデント、Mr.Lach Vuthy とコンタク

トを取り、18 時頃にオリンピックスタジアムでお話させて頂きました。 

 7 日午後はイオンモール・プノンペンのカスタマーケアマネジャーの多田様にプロジェク

トの説明とご協力のお願いを聞いていただきました。事前連絡をせずに突然お邪魔してし

まいましたが、丁寧に対応してくださいました。 

 12 日は約束通りに Nojima(Cambodia)様をプログラム・マネージャーRathana Sun と共

に訪問し、ACE 団体説明およびプロジェクトの紹介、そしてご協力のお願いをして参りま

した。ファイナンシャル/ディレクターの安間様も大変関心をもって私たちの話を聞いて下

さり、直接的な支援は難しいが、カンボジア日本人商工会(JBAC)のメンバー様にこの活動

を話してみると言ってくださいました。後日メールにて安間様から JBAC の方に話を通し
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たことを連絡してくださいました。 

 大きな成果を得られることはありませんでしたが、小さな進展や新たな繋がり、情報を、

この活動から得られました。 

 

〈「遊び部屋」壁塗装と必要物品の購入〉 

 9 月 5 日より「遊び部屋」の壁をペイントし始めました。まずは下地を塗り、その後ドイ

ツからきた ACE ボランティアワーカーの Ria Blümcke に木の絵をかいてもらうことにし

ました。下地塗りを手伝ってくれたのは ACE スタッフ Phal Len Kuch と Thida Tep、日本

から来たボランティアワーカー大谷萌さんと(神戸大学1年)、森原佳歩さん(神戸大学2年)、

マレーシアからきたボランティアワーカーの Khai Wern です。 

 9 月 13 日水曜日には購入する必要のある物品、マットと扇風機の下見に ACE スタッフ

Hay Bunham とプノンペン市内のショップを回り、翌 14 日午前中に ACE ディレクターの

Sokchea (Ray) SAING と商品の確認をしながら購入し、YLC のなかにある「遊び部屋」ま

で運びました。 

 

〈引継ぎドキュメントの作成と受け渡し〉 

 「遊び部屋」プロジェクトに関するドキュメントの作成を 11 日より開始しました。具体

的には Memorandum of Understanding とオモチャ寄付のお願い文書、会計表、今後のタ

イムラインを作成し、ACE ディレクターの Sokchea (Ray) SAING とプログラム・マネー

ジャーRathana Sun の 3 人で共有しました。以下は Memorandum of Understanding とオ

モチャ寄付のお願い文書です。この 2 つの資料を提示して、今後も完成まで「遊び部屋」

プロジェクトを継続していくこと鈴木と ACE スタッフの間で確認しました。 
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【会計報告】 

日付 内訳 収入 支出 合計 

8/27 スポーツフェスティバル寄付 $44.325  $44.325 

9/11 白インク(壁塗装)  $9 $35.325 

 オイル(壁塗装)  $0.45 $34.875 

9/13 緑インク(壁塗装)  $3.875 $31 

 オモチャ  $7.80 $23.2 

 ペイントブラシ(壁塗装)  $1.5 $21.7 

9/14 マット  $179.4 -$157.7 

 LED ライト  $10 -$167.7 

 扇風機(2 台)  $58 -$225.7 

＊10 月 1 日にクラウドファンディング・キャンプファイヤーでプロジェクトが募集を終了

したあと、皆様の支援金も私たちが利用できるようになります。それまでは鈴木がこれら

の資金を立て替えております。 

 

【ご協力くださった団体様】 

 学生団体 SeedA 様 

スポーツフェスティバルでのチャリティーブース設置を許可し、テントや椅子、机

などを提供くださった他、「遊び部屋」におくセカンドハンドのオモチャを日本から持

ってきてくださいました。 

 また代表飛矢智希様にはクラウドファンディングページ公開前からプロジェクトへ

のアドバイスやサポートを頂き、大変この「遊び部屋」作りにご協力くださいました。 

学生団体 SeedA 団体ホームページ URL https://www.seedaproject.com/ 

 

 Janesana International School 様 

スポーツフェスティバルでのチャリティーブース設置を許可してくださいました。ス

ポーツフェスティバル中はテントや机、いすを提供くださった他、ブースのプロモー

ションにもご協力くださいました。 

 

【ご協力くださった方々】 

活動にご協力くださった個人様のお名前を五十音順にご紹介します。 

大谷萌(Oya Moyuru) 神戸大学 1 年 ACE ボランティアワーカー 

岡川勘太(Okagawa Kanta) 一橋大学 1 年 AIESEC 一橋大学委員会 

杉田桂太郎(Sugita Keitaro) 一橋大学 3 年 AIESEC 一橋大学委員会 

飛矢智希(Hiya Tomoki) 一橋大学 3 年 学生団体 SeedA 兼 AIESEC 一橋大学委員会 

本木雅朗(Motoki Masaaki) 一橋大学 3 年 AIESEC 一橋大学委員会 

https://www.seedaproject.com/
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森原佳歩(Morihara Kaho) 神戸大学 2 年 ACE ボランティアワーカー 

山崎有紗(Yamazaki Arisa) 東京外国語大学 1 年 AIESEC 一橋大学委員会 

Khai Wern マレーシア・クアラルンプール在住 ACE ボランティアワーカー 

Ria Blümcke ドイツ・ヒルデスハイム在住 ACE ボランティアワーカー 

Hay Bunham カンボジア・プノンペン在住 ACE 通年ボランティア大学生 

Phal Len Kuch カンボジア・プノンペン在住  ACE 通年ボランティア大学生 

Sreypov KH カンボジア・プノンペン在住 ACE スタッフ 

Thida Tep  カンボジア・プノンペン在住  ACE 通年ボランティア大学生 

Vichra Kham カンボジア・プノンペン在住 ACE スタッフ 

 

＊最終的に「遊び部屋」が完成するのは来春 2018 年 3 月頃になりそうですが、また折

を見て活動報告書を作成いたします。 

 


